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平成 26 年度予算

主要施策の説明

▼
黒
滝
こ
ど
も
園

　

新
た
に
「
黒
滝
こ
ど
も
園
」
が
開
園

を
迎
え
、
安
心
し
て
お
子
様
を
あ
ず
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

▼
保
育
料
・
子
ど
も
医
療
費

　

村
独
自
の
保
育
料
の
軽
減
措
置
を
行

い
、
更
に
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
入
院
費
・
通
院
費
と
も
に

義
務
教
育
終
了
の
中
学
校
３
年
生
ま
で

を
対
象
に
無
料
化
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

▼
介
護
保
険

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
保

険
給
付
費
も
増
大
す
る
な
か
、
実
情
に

応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
介
護
予
防
施
策

や
多
様
な
生
活
支
援
基
盤
の
整
備
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

に
な
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
生
き
い
き

と
暮
ら
し
て
い
け
る
村
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
充
実
や
一
人
で
生

活
を
さ
れ
て
い
る
方
達
を
支
え
合
い
、

助
け
合
う
居
場
所
創
り
な
ど
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

▼
南
和
広
域
医
療
組
合

　

昨
年
１
月
に「
南
和
広
域
医
療
組
合
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
新
た
な
医
療
提
供

体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
た
め（
仮
称
）

南
和
広
域
医
療
組
合
救
急
病
院
等
新
築

工
事
の
財
源
確
保
を
図
り
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

▼
診
療
所

　

紙
谷
直
毅
医
師
が
退
任
さ
れ
、
今
年

度
か
ら
藤
田
直
己
医
師
が
赴
任
さ
れ
ま

す
。

▼
林
業
施
策

　

公
益
的
な
森
林
整
備
の
推
進
と
移
住

定
住
対
策
を
踏
ま
え
た
活
性
化
を
促
進

す
る
た
め
、
森
林
組
合
が
実
施
す
る
作

業
道
開
設
事
業
や
集
落
周
辺
の
住
環
境

整
備
事
業
に
要
す
る
経
費
を
支
援
す
る

な
ど
、
多
様
な
事
業
を
森
林
組
合
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
有
害
鳥
獣
対
策

　

有
害
鳥
獣
の
駆
除
や
防
除
施
設
の
設

置
等
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
産
業
活
性
化
委
員
会

　

農
作
物
の
生
産
、
加
工
、
販
売
の
村

の
６
次
産
業
化
に
向
け
調
査
、
研
究
中

で
す
。
そ
の
た
め
委
員
の
任
期
を
１
年

延
長
し
、
生
産
者
と
加
工
販
売
者
が
連

携
し
た
事
業
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

義
務
教
育
９
年
間
を
連
続
し
た
期
間

と
と
ら
え
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
一
貫
性
の
あ
る
学
習
指
導
・
生

活
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
教
職
員
や

児
童
生
徒
が
連
携
・
交
流
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、
小
学
校
と
中
学
校
が
協
働

し
て
系
統
的
・
継
続
的
に
教
育
活
動
を

行
う
小
中
一
貫
教
育
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
学
校
関
係
者
、
保
護
者
か
ら

な
る
小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
等
を

組
織
し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　　

各
区
か
ら
の
要
望
に
対
し
ま
し
て
、

村
道
の
排
水
路
改
修
や
緊
急
維
持
、
舗

装
補
修
工
事
を
行
い
、
豪
雨
災
害
等
に

よ
る
河
川
改
修
等
も
継
続
的
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

水
道
施
設
取
水
堰
堤
の
改
修
、
急
速

ろ
過
機
ろ
過
材
の
入
れ
替
え
等
計
画
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
合
併
浄
化

槽
の
清
掃
や
保
守
な
ど
の
適
正
管
理
に

努
め
、
本
年
度
は
合
併
浄
化
槽
設
置
工

事
も
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

村
の
実
現
に
向
け
、
村
民
の
皆
様
及
び
、

村
議
会
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
各
種

の
政
策
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
着
実
な

る
前
進
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
26
年
度
予

算
編
成
の
基
本
方
針
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
等
の
整
備
」、
「
福
祉
施
策
の
充

実
」、
「
林
業
を
核
と
し
た
循
環
型
社
会

の
形
成
」、
「
交
流
人
口
の
拡
大
」
な
ど

を
重
点
分
野
と
し
、
こ
れ
ら
の
実
現
に

向
け
た
事
業
に
重
点
的
に
財
源
配
分
を

行
な
い
、
次
年
度
ま
で
の
事
業
完
了
が

見
込
め
る
事
業
や
各
種
施
設
の
適
切
な

維
持
管
理
を
進
め
る
事
業
な
ど
を
対
象

と
し
て
、
優
先
的
な
予
算
配
分
に
配
慮

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
方
針
の
も
と
、
村
民
生
活

の
安
定
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
施

策
の
推
進
に
配
意
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
健
全
財
政
の
維
持
と
持
続
可
能

な
財
源
構
造
の
確
立
に
も
留
意
し
た
予

算
編
成
と
し
ま
し
た
。
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22014 年 4月号

平成 26 年度予算

主要施策の説明
一般会計　１４億８２１７万円

特別会計　　５億４８３１万円

総　　額　２０億３０４８万円

　

国
の
経
済
情
勢
は
、
好
調
な
個
人
消

費
や
設
備
投
資
を
反
映
し
、
「
緩
や
か

に
回
復
し
つ
つ
あ
る
」
と
の
判
断
か
ら

上
方
修
正
さ
れ
、
さ
ら
に
、
経
済
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
「
好
循
環
実
現
の
た

め
の
経
済
対
策
」
等
の
着
実
な
推
進
に

よ
り
、
堅
調
な
内
需
に
支
え
ら
れ
た
景

気
回
復
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
好
循
環

が
徐
々
に
実
現
し
て
い
く
、
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

黒
滝
村
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
村
民

生
活
の
安
定
と
地
域
経
済
の
回
復
が
確

か
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
遅
滞

無
く
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
本
年
４
月
１
日
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
税
率
引
上
げ
に
伴
う
対
応

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た

「
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
を
基
本
と
し

て
対
処
す
る
」
と
の
考
え
方
に
従
い
、

各
種
料
金
等
の
あ
り
方
も
含
め
、
総
合

的
に
改
定
の
要
否
を
判
断
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

黒
滝
村
が
魅
力
あ
ふ
れ
、
誰
も
が
「
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
誇
れ
る
黒
滝

防
災
対
策

防
災
対
策

▼
黒
滝
村
地
域
防
災
計
画

　

平
成
23
年
、
25
年
の
豪
雨
災
害
等
に

よ
る
課
題
を
踏
ま
え
、
災
害
時
の
被
害

を
最
小
化
す
る
「
減
災
」
の
考
え
方
を

防
災
の
基
本
方
針
と
し
県
と
連
携
の
と

れ
た
改
訂
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
有
事

へ
の
対
応
と
し
て
、
相
互
応
援
や
物
資

提
供
な
ど
、
関
係
機
関
や
団
体
と
の

様
々
な
協
定
の
締
結
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

▼
消
防
団
の
強
化

　

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
の
更

な
る
充
実
強
化
に
向
け
て
、
退
団
さ
れ

た
方
を
機
能
別
団
員
と
し
て
位
置
づ

け
、
組
織
化
（
Ｏ
Ｂ
の
組
織
化
）
す
る

な
ど
消
防
団
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
自
主
防
災
組
織

　

村
内
全
自
治
会
で
組
織
さ
れ
て
い
る

活
動
に
対
し
必
要
な
自
主
防
災
組
織
設

備
購
入
へ
の
補
助
等
を
行
う
な
ど
、
今

後
も
「
自
助
・
共
助
」
を
重
視
し
、
地

域
防
災
力
の
一
層
の
強
化
に
努
め
ま

す
。

子
育
て
・
医
療
の
充
実

子
育
て
・
医
療
の
充
実

産
業
振
興

産
業
振
興

学
校
教
育

学
校
教
育

道
路
網
等
の
整
備

道
路
網
等
の
整
備

上
下
水
道

上
下
水
道

平成２６年度　予算



災害復旧費、
諸支出金 〈
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予算の使い道　平成 26 年度の主な事業

一般会計歳入

　議会費　　　　　 3884 万円（2.1％）
　議会議員の報酬や議会運営をしていくための経費です。

　総務費　　　　    　  2 億 4722 万円（5.9％）

　全体的な管理事務や企画、徴税事務、戸籍、住民基本台帳事務、
選挙事務、統計調査事務、村有財産の管理など幅広い経費です。
　・移住定住雇用対策事業費用　　　　　  　  １５０万円
　・若者定住促進支援金　　　　　　　　　　３５０万円
　・ふるさと復旧復興協力隊事業費　　　　　１５０万円
　・地域活性化推進事業費　　　　　　　　　１００万円　　
　・広報紙作成費用　　　　　　　　　　　　１２６万円

　・各施設植木芝生等管理費　　　　　　　　　７３万円
　・村有林撫育費　　　　　　　　　　　　　３００万円
　・基金積立金　　　　　　　　　　　　　　　８０万円
　・電子計算機導入費用　　　　　　　　  ４，０００万円
　・情報通信事業費　　　　　　　　　　　　２１８万円
　・黒滝村農業委員会委員選挙　　　　　　　　９４万円
　・統計調査費　　　　　　　　　　　　　　　６５万円
　・サマーフェスティバル補助金　　　　　　１００万円
　・自治会活動傷害保険料　　　　　　　　　　２０万円
　・ふれあいバス運行委託料　　　　　　　　８６８万円
　・遊歩道・展望台整備委託料　　　　　　　８００万円

　民生費　　　　   2 億 202 万円（1.1％）
　住民の安定した社会生活を保障するための経費で、人権啓発
予算、福祉関連予算もここに含まれます。
　・社会福祉協議会負担金　　　　　　　　　９５０万円
　・老人福祉施設（美吉野園）整備費補助金　６７５万円
　・養護老人ホームへの入所措置費　　　  １，６４２万円
　・障害者にかかる支援事業費　　　　　  ２，１８１万円
　・国民健康保険特別会計事業勘定への繰出金  　　５３６万円
　・国民健康保険特別会計直診勘定への繰出金   １，２００万円
　・介護保険特別会計への繰出金　　　　  ３，１４６万円
　・後期高齢者医療保険への支援金　　　  １，４８９万円
　・後期高齢者医療特別会計への繰出金　　　８０６万円
　・広域保育入所委託料　　　　　　　　　　７７８万円
　・中学生以下子ども手当支給費　　　　　　６２７万円
　・単児童養育手当（中学生までの第３子以降対象）　４８万円
　・学童保育費　　　　　　　　　　　　　　　７７万円
　・臨時福祉給付金　　　　　　　　　　　　６００万円
　・子育て臨時特例給付金　　　　　　　　　　５０万円
　・弔慰金　　　　　　　　　　　　　　　　　３４万円
　・人権・同和対策費　　　　　　　　　　　　６３万円

　衛生費　　　　　　　1億 7900 万円（▲ 8.6％）

　住民が健康で良好な生活を送るための経費で、住民の健康管
理や病気の予防対策、ごみの処理、し尿の収集処理・管理にか
かる経費です。
　・南和広域医療組合負担金　　　　　　  ３，１７８万円
　・妊婦・乳幼児・がん検診等委託費　　　　２０８万円
　・南和広域衛生組合負担金 　　　　　　 １，４１０万円
　・し尿処理委託料　　　　　　　　　　　　５５３万円
　・し尿収集運搬委託料　　　　　　　　　　　８２万円
　・河川及び道路清掃作業委託料　　　　　　２００万円

　労働費　　　　　　　　     282 万円（▲ 18.4％）

　山林労働者をはじめとする労働者退職共済制度等に関する経
費です。

　農林水産業費　　1億 2470 万円（117.3％）

　農業や林業、水産業の振興に益する経費です。
　・有害鳥獣捕獲防除対策費　　　　　  　  　５３３万円
　・こんにゃく玉生産奨励費　　　　　　　　　３６万円
　・森林組合育成助成金　　　　　　　　　　４００万円
　・漁業組合補助金　　　　　　　　　　　　１５０万円
　・林業担い手育成強化事業補助金　　　　　２５２万円
　・林道新設事業費等（維持費含む）    　　４，０２１万円
　・村産材生産促進事業補助金　　　　　　　６００万円
　・村木材産業活性化事業補助金　　　　　　２５０万円
　・村民有林間伐促進事業補助金　　　　　　６００万円
　・間伐材運搬委託料　　　　　　　　　　　　２０万円
　・森林整備地域活動支援対策事業補助金　　３７０万円
　・美しい森づくり基盤整備事業補助金　  １，５００万円
　・高性能林業機械導入補助金　　　　　　　５２０万円
　・ヘリポート管理補助金　　　　　　　　　　５０万円
　・森林組合活性化事業補助金　　　　　　　６００万円
　・作業道開設車両導入補助金　　　　　　　２２０万円
　・集落周辺環境整備事業補助金　　　　　　３００万円
　・木材産業等担い手確保対策事業助成金　　　３０万円

　商工費　　　　　　　　   3447 万円（27.6％）

　地場産業の振興や、観光振興に使われる経費です。
　・特産品奨励補助金　　　　　　　　　 　   １５０万円
　・村商工会補助金　　　　　　　　 　   　　５００万円
　・観光施設管理運営指定管理料　　　　　　４５０万円
　・観光関連施設改修費用　　　　　　　　　５１７万円
　・各種施設植木芝生等管理委託料　　　　　１２６万円

　土木費　　　　　　　  1 億 3811 万円（13.9％）

　道路や河川、住環境の整備に使われる経費です。
　・道路新設改良事業（維持費含む）  　　  ２，４６６万円
　・地籍調査費  　　　　　　　　　 　 　  ２，５３１万円
　・住宅管理費　　　　　　　　　　　　  ５，７５４万円
　・河川管理費　　　　　　　　　　　　　　５２５万円

　消防費　　　　　　　　　  9989 万円（50.4％）

　消防だけではなく、水害や地震をはじめとするあらゆる災害
に対する経費です。
　・消防団員報酬　　　　　　　　　　　　　１５７万円
　・団員退職報償金　　　　　　　　　　　　４４０万円
　・消防分団活動費　　　　　　　　　　　　　７５万円
　・非常食費　　　　　　　　　　　　　　　１５３万円
　・粟飯谷地区防火水槽設置費　　　　　　　５５０万円
　・消防水利河川・施設等改修工事費　　　　２１０万円
　・消防車両購入費　　　　　　　　　　　　６００万円
　・コミュニティ自主防災組織設備購入費　　１８３万円
　・奈良県広域消防組合負担金　　 　　 　３，４７８万円
　・防災行政無線管理費　　　　　　　　  　  １０２万円
　・防災行政無線調査・設計業務委託料　  ２，６４７万円
　・自主防災組織対策支援事業補助金　　　　１３８万円
　・地域防災計画見直し　　　　　　　　　　３７０万円

　教育費　　　　　　   1 億 6100 万円（7.7％）

　教育委員会事務局費、こども園費、小・中学校費、人権教育費、
社会教育費、保健体育費、給食センター等にかかる経費です。
　・こども園費　　　　　　　　　　　　  ３，８２６万円
　・入学祝金　　　　　　　　　　　　　　　　６０万円
　・高等学校自宅通学者補助金　　　　　　　３６７万円
　・修学旅行等補助金　　　　　　　　　　　１０６万円
　・スクールバス運行委託料　　　　　　　　５４３万円
　・村人権教育推進協議会補助金　　　　　　　９５万円 
　・文化財活性化補助金　　　　  　　　　　 ７１５万円
　・各施設植木芝生等管理費　　　　　　　　　１４万円

　災害復旧費　　 　          8852 万円（▲ 77.9％）

　村道笠木勢井線の復旧に関する経費です。

　公債費　　　　　   　1 億 6257 万円（▲ 2.7％）

　村の借金の返済金です。借入にかかる利子も含まれます。

　諸支出金　　　　　　　　　1 万円（± 0.0％）

　地方自治法のいずれの目的にもあてはまらないものです。

　予備費　　　　　　　　　  300 万円（± 0.0％）

　１年間の実際の予算執行と見積とは違いが出てくる事があ
り、これらの充当のため計上されています。

42014 年 4月号

平成２６年度　予算

【平成２６年度】
  黒滝村一般会計    １４億８２１７万円

一般会計歳出

　　（前年度増減率▲１０．８％）

一般会計　　　　１４億８２１７万円
特別会計　　　　　５億４８３１万円
　国民健康保険
　・事業勘定　　　１億１８５２万円
　・直診勘定　　　　　８９０３万円
　介護保険　　　　１億９９０１万円
　後期高齢者医療　　　１６９５万円
　簡易水道事業　　　　６１３６万円
　下水道事業　　　　　６３４４万円
総　　額　　　　２０億３０４８万円

会計別予算額

平成２６年度　予算

（前年度増減率）

村税
地方譲与税
地方交付税
国庫支出金
県支出金
財産収入
繰入金
繰越金
諸収入
村債
その他

一般会計　歳入

６６０６万円
１１６５万円

８億　３５７万円
１億２７９３万円

７８１３万円
１５２万円

２億３４１５万円
１０００万円
１９９４万円

１億　１００万円
２８２２万円

▽

利子割交付金、地方消費税交
付金、配当割交付金、株式等
譲渡所得割交付金、自動車取
得税交付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金、分
担金及び負担金、使用料及び
手数料、寄付金

〈 〈

　

〈

地方交付税
５４．２％

繰入金
１５．８％

国庫支出金
８．６％

村債
６．８％

県支出金
５．３％

村税
４．５％

諸収入
１．３％

地方譲与税
０．８％

繰越金
０．７％ 財産収入

０．１％
その他
１．９％

総務費
１６．７％

民生費
１３．６％

衛生費
１２．１％

公債費
１１．０％

教育費
１０．９％

土木費
９．３％

農林水産業費
８．４％

消防費
６．７％

議会費
２．６％

商工費
２．３％

予備費
０．２％

労働費
０．２％ その他

６．０％



巳

　

３
月
３
日
か
ら
、
新
し
く
村
の
駐
在
所
に

勤
務
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

片
山　

泰
俊　

氏
で
す
。

ひ
と
こ
と
：
私
は
、
警
察
本
部
、
各
警
察
署

の
鑑
識
部
門
で
39
年
間
勤
務
し
、
こ
の
３
月

末
で
定
年
退
職
を
迎
え
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
再
任
用
と
し
て
３
月
３
日
か
ら
黒
滝
駐
在

所
勤
務
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

黒
滝
村
は
平
穏
な
村
と
伺
っ
て
お
り
ま
す

が
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
、
事
件
事
故
の

被
害
者
、
加
害
者
を
だ
さ
な
い
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
み
、
何
で
も
相
談
で
き
る
、
親
し

ま
れ
る
駐
在
所
員
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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○
法
律
に
よ
り
２
年
ご
と
に
保
険
料

率
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
の
軽
減
措
置
は
継
続
さ
れ

ま
す
が
、
基
準
内
容
が
若
干
変
わ
り

ま
す
。

◆
新
保
険
料
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
皆
さ

ま
の
保
険
料
の
ほ
か
、
現
役
世
代
か

ら
の
支
援
金
と
国
や
県
、
市
町
村
が

負
担
す
る
公
費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

医
療
費
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が

け
で
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
機
関
の
上
手
な
受
診
と
、
毎
日

の
健
康
づ
く
り
で
医
療
保
険
制
度
を

み
ん
な
で
支
え
ま
し
ょ
う
。

◆
平
成
26
年
４
月
よ
り
、
賦
課
限
度

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

※
ど
ん
な
に
所
得
の
高
い
方
で
も
、

年
間
保
険
料
額
は
57
万
円
が
上
限
に

な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
率
が
、

　
　
　

平
成
26
年
度
か
ら
変
わ
り
ま
す

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

均
等
割
額　

４
４
，
７
０
０
円

所
得
割
率　

８
．
５
７
％

（
新
）
平
成
26
・
27
年
度

均
等
割
額　

４
４
，
２
０
０
円

所
得
割
率　

８
．
１
％

（
旧
）
平
成
24
・
25
年
度

賦
課
限
度
額

　
　
　

５
７
０
，
０
０
０
円

平
成
26
年
４
月
か
ら

賦
課
限
度
額

　
　
　

５
５
０
，
０
０
０
円

現　

行

黒
滝
駐
在
所
異
動

議会
　

３
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
議
会
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
20
の
議
案
が

審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
、

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
条
例
・
規
則
に
つ
い
て

●
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て

●
黒
滝
村
消
防
団
の
定
員
、
任
免
、
給

　

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
黒
滝
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

　

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
黒
滝
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

　

い
て

●
黒
滝
村
簡
易
水
道
給
水
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
黒
滝
村
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

　

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

●
黒
滝
村
社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
黒
滝
村
猪
牧
場
設
置
条
例
を
廃
止
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

■
平
成
25
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

●
黒
滝
村
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
９
号
）

●
黒
滝
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

　

計
補
正
予
算　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

●
黒
滝
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　

算　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
３
号
）

●
黒
滝
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

　

正
予
算　
　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）

●
黒
滝
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
３
号
）

■
新
年
度
予
算

●
黒
滝
村
一
般
会
計
予
算

　

総
額　

１
，
４
８
２
，
１
７
４
千
円

●
黒
滝
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

　

計
予
算

　

総
額　

　

事
業
勘
定　

１
１
８
，
５
２
６
千
円

　

直
診
勘
定　
　

８
９
，
０
３
２
千
円

●
黒
滝
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

総
額　
　
　

１
９
９
，
０
１
２
千
円

第
１
回
議
会
定
例
会

●
黒
滝
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

予
算　

　

総
額　
　
　
　

１
６
，
９
４
８
千
円

●
黒
滝
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　

総
額　
　
　
　

６
１
，
３
５
８
千
円

●
黒
滝
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　

総
額　
　
　
　

６
３
，
４
４
０
千
円

■
そ
の
他

●
黒
滝
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

　

同
意
に
つ
い
て

議
会
活
動
状
況

３
月

６
日
●
県
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　

理
事
・
事
務
局
長
会
議

７
日
●
第
１
回
議
会
定
例
会
（
開
会
）

　
　

●
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

●
経
済
建
設
常
任
委
員
会

11
日
●
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

現
地
研
修
会
下
見

13
日
●
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
14
日
）

15
日
●
中
学
校
卒
業
式

17
日
●
第
１
回
議
会
定
例
会
（
再
開
）

19
日
●
幼
稚
園
卒
園
式

　
　

●
吉
野
土
木
と
の
懇
談
会

20
日
●
小
学
校
卒
業
式

　

３
月
17
日
の
議
会
に
お
い
て
、

水
口
氏
が
教
育
委
員
会
委
員
に
任

命
同
意
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
31
日
付
け
で
退
任

さ
れ
ま
し
た
辻
村
教
育
委
員
様

（
教
育
長
）、
長
い
間
活
動
さ
れ
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

も
、
教
育
活
動
等
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
黒
滝
村
教
育
委
員
会
委
員

　
　

水
口　

善
造

黒
滝
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
紹
介

  

　
　
　

　

４
月
１
日
付
で
、
村
職
員
の
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
さ
ま
の

期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
こ
ど
も
園
】（
新
設
）

　

教　
　

諭　

辰　
　

陽
亮

　
　
　
　
　
　
（
新
規
採
用
）

　

教　
　

諭　

靏
西　

美
幸

　
　
　
　
　
　
（
新
規
採
用
）

【
国
保
診
療
所
】（
派
遣
）

　

医　
　

師
（
所
長
）

　
　
　
　
　
　

藤
田　

直
己

【
退　
　

職
】（
３
月
31
日
付
け
）

　

園　
　

長　

上
浦　

早
苗

　

課
長
補
佐　

福
西　

昭
仁　
　

【
派
遣
解
除
】（
３
月
31
日
付
け
）

　

医　
　

師　

紙
谷　

直
毅

24
日
●
区
長
会

26
日
●
月
例
出
納
監
査

27
日
●
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
会

　
　

●
郡
町
村
議
長
会
三
役
会

28
日
●
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
設
立
式
典

  

人
事
異
動

－

４
月
１
日
付
で
、
村
職
員
の
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
さ
ま
の

期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
こ
ど
も
園
】（
新
設
）

教

諭

辰

陽
亮

巳
（
新
規
採
用
）

教

諭

靏
西

美
幸

（
新
規
採
用
）

【
国
保
診
療
所
】（
派
遣
）

医

師
（
所
長
）

藤
田

直
己

【
退

職
】（
３
月
31
日
付
け
）

園

長

上
浦

早
苗

課
長
補
佐

福
西

昭
仁

【
派
遣
解
除
】（
３
月
31
日
付
け
）

医

師

紙
谷

直
毅

人
事
異
動



み
ん
な
の
迷
惑
の
も
と
に
な
る
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

４
月
17
日
（
木
）
に
狂
犬
病
予
防

注
射
を
行
い
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
お

ら
れ
る
方
は
最
寄
り
の
会
場
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
暴
れ
た
り
噛
み
傷
を
与
え

る
恐
れ
の
あ
る
犬
に
つ
い
て
は
、
口

輪
を
は
め
る
な
ど
の
適
切
な
処
置
を

さ
れ
た
う
え
、
犬
に
慣
れ
て
い
る
方

が
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
手

数
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
注
射
に
か
か
る
手
数
料

３
，
２
０
０
円

（
内
訳
）

注
射
手
数
料　
　

２
，
６
５
０
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円

○
登
録
手
数
料　

 

３
，
０
０
０
円

◆
愛
犬
に
は
登
録
を
！

　

現
在
、
犬
の
登
録
は
一
生
に
一
回

と
な
っ
て
い
ま
す
。
登
録
を
行
っ
て

い
な
い
犬
は
、「
野
犬
」
と
判
断
さ

れ
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
登
録
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
、

飼
い
主
や
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
な
ど
は
、
必
ず
役
場
へ
届
け

て
く
だ
さ
い
。

※
犬
を
手
放
し
た
い
方
は
、
事
前
に

役
場
ま
た
は
吉
野
保
健
所
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
の
引
き

取
り
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
お
問
合
せ
先

○
建
設
課

○
吉
野
保
健
所

　

☎
５
２
‐
０
５
５
１

犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射

飼
い
主
の
皆
様
へ

◆狂犬病予防注射：４月１７日（木）◆
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※昨年と時間・場所が異なる所がありますので気をつけてください。

水
道
・
浄
化
槽
使
用
料
金
改
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

4
月
か
ら
消
費
税
率
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
黒
滝
村
簡

易
水
道
使
用
料
及
び
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
使
用
料
の
改
定
を
行

い
ま
す
。
改
定
さ
れ
る
使
用
料
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。
住
民
の

皆
さ
ま
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
改
定
日　

4
月
使
用
分
か
ら
（
5
月
請
求
分
か
ら
）

◆
お
問
合
せ
先　

建
設
課

有
害
鳥
獣
防
除

　
　

施
設
設
置
事
業

　

依
然
と
し
て
シ
カ
等
の
被
害
が
多

く
防
除
柵
の
設
置
要
望
が
多
い
の

で
、
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
森
林
組
合
で
設
置
を
行
う

場
合
、事
業
費
の
50
％
を
村
が
補
助
、

個
人
で
設
置
す
る
場
合
は
、
資
材
費

の
80
％
を
補
助
し
ま
す
。

　

申
込
は
、
区
長
（
垣
内
長
）
を
通

じ
、要
望
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

要
望
書
は
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
上
限
等
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
合
せ
先　

林
業
課

〜
４
月
使
用
分
（
５
月
請
求
分
）
か
ら
改
定
し
ま
す
〜

学
童
保
育
開
始
の

　
　
　

お
知
ら
せ
！

　

５
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
小
学
生

児
童
を
対
象
に
学
童
保
育
を
開
始
い

た
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
面
談
の
上
、
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

◆
申
込
受
付　

４
月
10
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
　

４
月
21
日
（
月
）

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

本
人
通
知
制
度
が

　
　

始
ま
り
ま
し
た

　

４
月
１
日
（
火
）
か
ら
本
人
通
知

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度

は
、
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
か
ら

の
請
求
で
、
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍

謄
本
な
ど
を
代
理
人
な
ど
に
交
付
し

た
と
き
、
事
前
に
登
録
し
た
方
に
交

付
の
事
実
を
通
知
す
る
制
度
で
、
こ

れ
に
よ
り
、
住
民
票
な
ど
の
不
正
請

求
及
び
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権

利
侵
害
に
対
し
、
抑
止
力
を
持
た
せ

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

◆
登
録
で
き
る
方

　

黒
滝
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
戸
籍
に
記

載
さ
れ
て
い
る
方
。（
除
か
れ
た
方

も
可
能
で
す
）

◆
登
録
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
委
任
状
に
よ
る
代
理
人
申
請
や
郵

便
申
請
も
可
能
で
す
。

◆
お
問
合
せ
先
・
登
録
窓
口　

住
民
課



◆
入
札
日　

３
月
３
日

黒
滝
村
簡
易
水
道
統
合
整
備
基
本
計
画
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

策
定
業
務

○
施
工
場
所　

村
内
全
域

○
落
札
者　

　

㈱
新
大
阪
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　
　

奈
良
事
務
所　

松
浦　

卓
也

○
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

　
　
　
　
　
　

５
，
７
７
５
，
０
０
０
円

○
工
期　

自　

平
成
26
年
３
月
４
日

　
　
　
　

至　

平
成
26
年
３
月
31
日

◆
入
札
日　

３
月
10
日

治
山
復
旧
工
事

○
施
工
場
所　

大
字
脇
川
地
内

○
落
札
者

　

㈱
み
よ
し
の　

阪
田　

二
三
雄

○
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

　
　
　
　
　
　

１
，
７
８
５
，
０
０
０
円

○
工
期　

自　

平
成
26
年
３
月
10
日

　
　
　
　

至　

平
成
26
年
３
月
28
日

林
道
御
吉
野
谷
支
線
県
単
林
道
改
良
工
事

○
施
工
場
所　

大
字
御
吉
野
地
内

○
落
札
者

　

㈲
福
西
建
設　

福
西　

ヤ
ス
江

○
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

　
　
　
　
　
　

４
，
２
７
３
，
５
０
０
円

○
工
期　

自　

平
成
26
年
３
月
10
日

　
　
　
　

至　

平
成
26
年
３
月
28
日

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

４
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

◆
場　

所　

下
市
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
課

　

奈
良
弁
護
士
会
中
南
和
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。
相
談
は
電
話
に
よ
る
事
前
予
約

制
で
、
お
一
人
（
組
）
あ
た
り
30
分
の
範

囲
で
、
計
６
人
（
組
）
の
方
ま
で
受
付
が

可
能
で
す
。
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

４
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

◆
場　

所　

黒
滝
村
中
央
公
民
館
２
階　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
室

◆
事
前
予
約
連
絡
先

　

奈
良
弁
護
士
会

　
　

中
南
和
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
係

　
　
　

☎
０
７
４
２
‐
２
２
‐
２
０
３
５

◆
予
約
受
付
時
間　

　

４
月
11
日
（
金
）
か
ら
前
日
ま
で
の

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
　

午
後
１
時
〜
５
時

　
　
　
（
土
・
日
は
休
み
）

※
相
談
当
日
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
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◆
運
動
期
間　

　

４
月
６
日
（
日
）
〜
15
日
（
火
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

●
交
通
事
故
の
な
い

　
　
　
　

や
す
ら
ぎ
の
大
和
路
づ
く
り

　

〜
大
和
の
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
〜

◆
運
動
の
基
本　

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◆
運
動
の
重
点

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徹
底

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
二
輪
車
、
原
付
車
の
交
通
事
故
防
止

　

み
ん
な
で
め
ざ
そ
う　

ね
が
い
を
育
て

く
ら
し
を
高
め
る「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」

〜
人
権
「
ひ
と
ご
と
」
か
ら
「
わ
が
ご
と
」

へ
〜
を
集
会
テ
ー
マ
に
、
４
．
11
「
人
権

を
確
か
め
あ
う
日
」
吉
野
郡
記
念
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

集
会
で
は
、
記
念
映
画
『
少
年
Ｈ
』
が

上
映
さ
れ
ま
す
。（
参
加
費
無
料
）

　

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

入
札
結
果

固定資産税の縦覧
下記のとおり縦覧できますので、
内容をお確かめください。

 日　時 　４月１日～６月２日
　　　　　　（土日祝を除く）

　午前８時３０分～午後５時 15 分
◆縦覧場所・お問合せ先　　住民課

102014 年 4月号

◆
新
築
住
宅
に
関
す
る
軽
減
措
置

　

平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に
新
築
さ

れ
る
住
宅
は
、新
築
か
ら
３
年
分（
中

高
耐
火
建
築
物
は
５
年
）
固
定
資
産

税
額
が
２
分
の
１
減
額
（
１
２
０
㎡

ま
で
の
居
住
部
分
相
当
を
限
度
）
さ

れ
ま
す
。

◆
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
新
築
に

　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
軽
減
措
置

　

平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に
新
築
さ

れ
る
認
定
長
期
優
良
住
宅
は
、
新
築

か
ら
５
年
分
（
中
高
耐
火
建
築
物
は

７
年
）
固
定
資
産
税
額
が
２
分
の
１

減
額
（
１
２
０
㎡
ま
で
の
居
住
部
分

相
当
を
限
度
）
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

不
動
産
取
得
税
が
課
税
標
準
額
か
ら

１
，
３
０
０
万
円
控
除
さ
れ
ま
す
。

◆
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

　
　
　
　
　
　
　
　

伴
う
軽
減
措
置

　

高
齢
者
の
方
、
障
が
い
の
あ
る
方

等
が
居
住
す
る
平
成
19
年
１
月
１
日

以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
住
宅
に
つ

固
定
資
産
税
の
あ
ら
ま
し

住
宅
を
新
築
・
改
築
さ
れ
る
方
へ

　
　
　
　
　
　

〜
軽
減
の
ご
案
内
〜

い
て
、
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
の
間

に
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

（
補
助
金
や
介
護
保
険
か
ら
の
給
付

を
除
い
た
工
事
費
用
が
、
平
成
25
年

４
月
１
日
以
降
は
50
万
円
以
上
）
が

完
了
し
た
翌
年
度
分
に
限
り
、
改
築

部
分
の
固
定
資
産
税
額
が
３
分
の
１

減
額
（
１
０
０
㎡
ま
で
の
居
住
部
分

相
当
を
限
度
）
さ
れ
ま
す
。

◆
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

軽
減
措
置

　

平
成
20
年
１
月
１
日
に
存
在
し
て

い
た
住
宅
で
、
平
成
28
年
３
月
末
ま

で
の
間
に
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工

事
（
工
事
費
用
が
、
平
成
25
年
４
月

１
日
以
降
は
50
万
円
以
上
）
が
完
了

し
た
翌
年
度
分
に
限
り
、
改
築
部
分

の
固
定
資
産
税
額
が
３
分
の
１
減
額

（
１
２
０
㎡
ま
で
の
居
住
部
分
相
当

を
限
度
）
さ
れ
ま
す
。

◆
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
軽
減
措
置

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存

在
し
て
い
た
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
12
月
末
ま
で
の
間
に
一
定
の
耐

震
改
修
工
事
（
工
事
費
用
が
、
平
成

25
年
４
月
１
日
以
降
は
50
万
円
以

上
）
を
行
っ
た
場
合
、
工
事
の
完
了

時
期
に
応
じ
て
固
定
資
産
税
額
が
２

分
の
１
減
額
（
１
２
０
㎡
ま
で
の
居

住
部
分
相
当
を
限
度
）
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
課

◆
日　

時　

毎
週
火
曜
日

　
　

 　
　
　
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

◆
場　

所　

川
上
村
役
場

　
　
　
　
　

１
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
（
４
月
〜
６
月
）

　
　
　

☎
０
７
４
６
‐
５
２
‐
０
１
１
１

◆
相
談
料　

無
料

◆
主　

催　

吉
野
郡
消
費
者
生
活

                         

実
践
連
絡
協
議
会

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
課

消
費
者
生
活
相
談　

　
　
　
　

窓
口
開
設

お知らせ

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
ご
協
力
を
！

◆
近
隣
町
村
の
開
設
日

○
天
川
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　

６
月
19
日
（
木
）

○
大
淀
町
役
場　

１
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

10
月
16
日
（
木
）・

　

平
成
27
年
１
月
16
日
（
金
）

○
吉
野
町
役
場
１
階　

第
１
相
談
室

　

11
月
20
日
（
木
）・

　

平
成
27
年
２
月
19
日
（
木
）

○
下
市
町
役
場
１
階　

相
談
室

　

12
月
18
日
（
木
）・

　

平
成
27
年
３
月
６
日
（
金
）

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

◆
お
問
合
せ
先　

総
務
課

４
．
11
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

　
　
　

   　

 

吉
野
郡
記
念
集
会

奈
良
弁
護
士
会　

  

中
南
和
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　

無
料
法
律
相
談
所
開
設



　林野火災は、一度発生してしまうと消火が非常に困難で長期化し
大規模化する恐れがあります。
　林野火災を発生させないために次のことに注意しましょう。
○周囲に枯草等がある火災の起こりやすい場所でのたき火はやめま
しょう。         
○強風時や乾燥時には、たき火・火入れをしないようにしましょう。
○たき火・火入れの際にはその場を離れず、使用後は完全に消火し
ましょう。
○タバコの投げ捨てはやめましょう。
○万が一火災が発生した場合を考え、あらかじめ消防署への通報手
段を確立しておきましょう。
 ◆お問合せ先
○中吉野広域消防組合消防本部
　☎５２‐１１９９
○下市消防署黒滝出張所
　☎６２‐２２９９

毎月１１日は
【人権を確かめあう日】　
　　　　　　　　　です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

黒滝村人権・同和問題啓発推進本部
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健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報

中央公民館図書コーナーには約 5,300 冊の本があります。
あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしどしご利用くだ
さい。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は教育委員会へ、連絡してください。

図図
書書 室室 だだ よよ りり

（小　説）花の骸／森村　誠一
　東北から上京してきた出稼ぎ三人組のうち一
人が死体で発見された。その数カ月前、三人は
ある邸で女の絞殺現場を目撃していた――。捜
査はその邸に出入りする韓国国籍の女と官財界
の人物たちに絞られるが、それは大がかりな汚
職を暴き出すことに……。
　日本人の精神の荒廃を描いた長篇推理。
（短編集）隠し事だらけ／古山　高麗雄
（旅行書）四国八十八ヶ所巡り／昭文社
（童　話）くつが鳴る／作・手嶋　洋美
　    　  絵・あべ　まれこ

林野火災を防止しましょう

122014 年 4月号

◆
対　

象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
日　

時　

４
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
10
分
〜
30
分

◆
場　

所　

診
療
所

◆
内　

容　

身
体
測
定
、
育
児
相
談

◆
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

す
く
す
く
相
談

　

あ
な
た
や
あ
な
た
の
身
近
な
方
は
、

最
近
こ
ん
な
様
子
で
は
な
い
で
す
か
。

●
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
。

●
や
る
気
が
で
な
い
。

●
家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
。

な
ど
の
様
子
で
お
困
り
の
方
、
気
軽
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料

で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

◆
対　

象　

村
内
在
住
者

◆
日　

時　

４
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
10
分
〜
40
分

◆
場　

所　

中
央
公
民
館
２
階
児
童
室

◆
内　

容　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

◆
申
込
締
切　

４
月
９
日
（
水
）

◆
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課

こ
こ
ろ
の
相
談
会

　

今
年
度
、
40
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
を

対
象
に
5
月
上
旬
の
間
に
保
健
師
が
ご

自
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
内　

容

○
健
康
手
帳
の
配
付

○
こ
れ
か
ら
の
健
診
等
の
ご
案
内

○
こ
れ
ま
で
の
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※
訪
問
日
時
は
平
日
の
午
前
9
時
〜
午

後
５
時
ま
で
の
間
で
す
。
お
仕
事
な
ど

で
ご
都
合
が
合
わ
な
い
場
合
は
資
料
等

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
か
、
ご
家
族

の
方
に
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
40
歳
訪
問

　

村
民
税
非
課
税
世
帯
の
住
民
を
対
象

に
、村
が
妊
娠
判
定
に
要
す
る
費
用（
上

限
基
準
額
、
補
助
回
数
制
限
あ
り
）
を

公
費
で
負
担
し
ま
す
。
申
請
の
手
続
き

は
、
保
健
福
祉
課
で
行
い
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

妊
娠
判
定
受
診
料

　
　
　
　

補
助
事
業

◆
日　

時　

７
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

◆
場　

所　

中
央
公
民
館

※
お
申
込
み
方
法
等
の
詳
し
い
ご
案

内
に
つ
い
て
は
、
広
報
５
月
号
に
チ

ラ
シ
を
折
込
み
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

集
団
が
ん
検
診
・

　
　
　

特
定
健
診

◆
日　

時　

４
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◆
場　

所　

中
央
公
民
館

◆
内　

容　

○
午
前　

総
会
、
健
康
体
操

○
午
後　

演
芸

※
詳
細
は
回
覧
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
６
２
‐
２
８
５
０

誠
心
会
総
会

▼去年の様子

▼



　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

役　場　　　　　   62-2031
　　IP 電話【050-5000-6200
　　　　　　　　　   ～ 6203】
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　   62-9010
教育委員会　　　   62-2314
　　IP 電話【050-5004-6128】
診 療 所　　　　　 62-2747
　　IP 電話【050-5000-6129】
歯科診療所　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）   62-2850  

IP 電話【050-5000-6127】
こもれびホール　   62-2280
黒滝駐在所　　　   62-2034
　観光施設に関することは、
観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村 62-2770

IP 電話【050-5005-1865】

人口・世帯数
（３月１日現在）

善 意 銀 行 （３月２０日受理分まで）

皆さまの善意に対して心から感謝申し上げます。

　　男　　３８７　人　　（－２）
　　女　　４４５　人　　（－１）
　　計　　８３２　人　　（－３）
　世帯　　３９２　世帯　（±０）

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。 峠　八重子　様（粟飯谷）亡夫光雄さん満中陰粗供養として　３万円

軽自動車税の減免

　職場でのトラブルを避け、良好な労使関係を築くためには、労働
条件を明示した書面（労働条件通知書）を労働者に交付して、その
内容を労使双方で確認し、誤解のない労働契約を結びましょう。ま
た、就業規則を周知しましょう。
※労働基準法第１５条では、労働契約を結ぶ際、賃金、労働時間な
どの労働条件を明示した書面（労働条件通知書）を事業主から労働
者に交付することを義務付けています。
※労働基準法第１０６条では、就業規則を常時各作業場の見やすい
場所へ掲示し、または備え付けること等により労働者に周知させる
ことを義務付けています。
◆お問合せ先　奈良労働局労働基準部監督課
　　　　　　　☎０７４２‐３２‐０２０４

労働条件通知書の交付を行っていますか？

　運転者が身体障がい者等である場合や、身体障がい者等のために
生計同一者が軽自動車を運転する場合の税金については、身体障害
者手帳等に記載の障がいの程度により減免が受けられます。
◆申請期間　４月１４日（月）～４月２３日（水）
　　　　　　※軽自動車税の納期限前７日まで
◆必要な書類
　①軽自動車税減免申請書（窓口で記載）、②自動車検査証、③身
体障害者手帳等、④運転される方の運転免許証、⑤納税通知書、⑥
車内の写真（車内の構造が専ら身体障がい者等の利用に供するため
の軽自動車の場合）
◆お問合せ先　住民課


